
１
月

１
日

元
旦

２
日

歳
の
祝
い
・
二
十
歳
の
つ
ど
い

４
日

墓
参
り
（
先
祖
ま
つ
り
）

７
日

七
日
正
月

闘
牛

２
月
３
日

節
分

春
植
え
出
発
式

３
月
３
日

桃
の
節
句

卒
業
式

４
月

戦
艦
大
和
慰
霊
祭

入
学
式

海
開
き

５
月
５
日

端
午
の
節
句

闘
牛

伊仙町概要

歳時記

春植え出発式

二十歳のつどい

戦艦大和慰霊祭 瀬田海海浜公園 海開き

小中学校卒業式

昔ながらの伝統と新しい文化が共存する伊仙
町では、先祖を大切に敬う行事や季節の行事を
守りつつ、役場主催のイベントや集落毎の行事
で賑わっています。
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６
月

６
月
灯

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

７
月
７
日

七
夕

夏
植
え
出
発
式

８
月

盆
踊
り

９
月

十
五
夜
・
豊
年
祭
り

ム
チ
タ
ボ
レ

敬
老
の
日

10
月

運
動
会

闘
牛

11
月
3
日

町
民
文
化
祭

23
日

産
業
祭

ほ
ー
ら
い
祭
り

12
月
31
日

大
晦
日

墓
参
り
（
先
祖
ま
つ
り
）

トライアスロン

東伊仙集落 網かき

町民体育祭

文化祭 産業祭

特定の世代だけでなく、赤ちゃんから高齢の
方々まで一同に介し、みんなで力を合せてとも
に楽しむのが伊仙スタイルです。
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農
業
生
産
額
60
億
円
の
達
成
に
向
け
て

　

本
町
で
は
、伊
仙
町
農
業
振
興
計
画

に
基
づ
き
、効
率
的
と
安
定
的
な
農
業

経
営
に
よ
る
所
得
の
向
上
、魅
力
と
や

り
が
い
の
あ
る
職
業
と
し
て
の
農
業
の

確
立
、ま
た
個
々
の
農
家
の
成
長
が
地

域
全
体
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
り
、農

業
の
発
展
が
地
域
全
体
の
産
業
の
活
性

化
に
繋
が
る
よ
う
、農
業
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
対
策
と
し
て
、伊
仙

町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
青
緑
の
里
）を

拠
点
と
し
、農
業
研
修
生
の
受
入
れ
や

新
規
就
農
者
向
け
の
農
業
知
識
・
技
術

を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
を

と
お
し
て
、人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　

　

糖
業
で
は
、令
和
２
年
度
に
設
立
さ

れ
た
徳
之
島
さ
と
う
き
び
農
作
業
受
委

託
調
整
セ
ン
タ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し

適
期
管
理
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
新
た
な

伊仙町概要

まちの特産品

農
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
夏
植
面
積
の

拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

園
芸
品
目
で
は
、徳
之
島
地
域
畑
地

か
ん
が
い
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、水

利
用
効
果
の
高
い
品
目
や
夏
場
の
換
金

作
物
の
選
定
と
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
で
は
、優
良
素
牛
保
留
事
業
や

家
畜
導
入
事
業
を
活
用
し
増
頭
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、生
産
牛
の
更
新
を
推

進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、各
種
資
機
材
の

助
成
を
実
施
す
る
こ
と
で
、飼
養
管
理

の
向
上
に
寄
与
し
、事
故
の
軽
減
や
品

質
向
上
に
よ
る
所
得
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

新
規
品
目
と
し
て
、徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー

生
産
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、国
内
コ
ー
ヒ
ー
産
地
と
し
て
の

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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伊
仙
の
お
い
し
い
特
産
品

サトウキビ
　奄美群島のなかでも農業の島と呼ばれる徳之島
で、基幹産業となっているのがサトウキビの栽培
です。
　12月から 4月ごろの製糖期には、島じゅうのサ
トウキビの収穫が行われ、糖蜜や黒糖、原料糖へ
と加工されます。

「赤土」新ばれいしょ
　南国のあたたかい太陽の光を浴び、ミネラル豊
富な「赤土」と呼ばれる土壌で栽培される徳之島
のじゃがいもはビタミンCやカリウムのほか、マ
グネシウムやリンなどのミネラルがたっぷりで味
が濃く、甘くてほくほくとした食感が特徴です。

マンゴー
　徳之島のマンゴーは機械による加温は一切なく、
太陽の恵みだけで育つのが特徴です。農家の方の
愛情と、島の暖かい日差しの力で育ったマンゴー
はとても甘く、町内ふるさと納税でも人気の果実
です。

パッションフルーツ
　爽やかな酸味と独特の芳香が特徴で、島内外に
て人気の南国果実であるパッションフルーツは、
おやつとしてそのまま食べたり、黒糖焼酎の香り
づけとしてグラスにいれたり、さまざまな楽しみ
方で召し上がれます。

たんかん
　暖かい地域で栽培され、全国的には流通量が少
なく、あまり出回ることのない希少な柑橘類の一
種です。オレンジのような芳醇な香りが特徴で、
さっぱりした柑橘果実が好きな方にお勧めの果実
です。

伊仙町の海産物
　周囲をサンゴ礁に囲まれ、美しい海のある伊仙
町では、色鮮やかな魚や夜光貝、イセエビやあお
さなど、美味しい海の幸に恵まれています。
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伊
仙
の
お
い
し
い
特
産
品

福留果樹園の有機野菜・果物・加工品

徳南製糖の純黒糖

( 福留果樹園 )

　( 徳南製糖 )

( 清水果樹園 )

( 富山農園 )

清水果樹園のたんかん

富山農園のパッションフルーツ

　昭和 61 年より有機栽培に取り組んでき
ました。農薬や化学肥料を使わず有機肥料
を使った土作りを30年以上続けています。
離島であるからこそ「ここでしか作れない」
という地域性、オリジナルな商品を生み出
すことができるんです。
　大切にしていることは、「この地域に合っ
たもの、真似のできないもの、健康にいい
もの」を作ることです。これからも体にい
いものにこだわり、有機農業を続けていき
たいです。

　徳南製糖の純黒糖は手作業で刈ったサト
ウキビのみで製糖しているので、不純物が
少なく、いい黒糖ができていると思います。
サトウキビは発酵しやすいので、刈り取り
後はできるだけ早く搬入し製糖するよう心
掛けています。
　また、燃料はほとんど薪でまかなってい
るため、石油系の燃料に比べ熱伝導がやさ
しいのだそうです。これからも昔ながらの
製法でいいものを作り続けられたらいい
なぁと思っています。

　清水果樹園は、祖父のたんかん農園を引き
継ぎ、拡大してきました。
　阿三集落にある段々畑は、冷え込む気候と
日が当たって暖かい気候とが両存し、たんか
んの栽培にはとてもいい環境です。現在はた
んかんをはじめとして、伊予柑、ポンカン、
サワーポメロなどあわせて 700 本ほどを育
てていますが、今後は、ミカンの木 1000本
を目標に日々頑張っています。

　目手久集落にある富山農園のハウスでは
農薬の使用を控え、誰もが安心して食べる
ことができるパッションフルーツの生産に
取り組んでいます。
  生産を始めてから約 10 年、ハウスの温
度調整や芽かきなど、１つ１つ心を込めて
育てています。購入された方や、ふるさと
納税の返礼品として受け取った方からの反
響が良いと、嬉しさを感じるとともにやる
気が湧き、翌年への原動力となっています。
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ゆらしい島の塩　ましゅ

徳之島ジンジャーエール

　( ましゅ屋 )

( ゲストハウスみち )

( 松永酒造 )

( 徳之島コーヒーファーマーズ )

黒糖焼酎とリキュール　「マルシカ」　

コーヒーの木1本まるごとギフトセット

　ましゅ屋で作られる塩は、昔ながらの製塩
法で作られたミネラルたっぷりで徳之島産の
ほんのり甘味をおびた極上の天然塩です。
　100 年以上前から続く昔ながらの作り方
で塩づくりを続けており、今でも地元の海「ミ
ヤトバル」から海水を汲んで塩を作っていま
す。何日も晴れの日が続いた際に、濃度の濃
くなった海水を汲んで使用することがこだわ
りです。

　ジンジャーエールに使っているのは、徳之
島産の自然循環農法で育てた生姜です。自然
循環農法とは、その土地にあった植物を農薬
や肥料を使わずに育てる農法で、この育て方
をした野菜は、虫や雑草に負けず力強く育ち
ます。
　このジンジャーエールに使われる生姜は、
特別強い辛味があります。これをぐつぐつ煮
込んで、黒糖とザラメ糖、6種類のスパイス
で仕上げています。

　黒糖焼酎は 12 月～ 2月に作られており、
松永酒造では代々、女性が杜氏をしていま
す。1日 450kg の米を運ぶ力仕事もある黒
糖焼酎の酒造会社の中で女性の杜氏は珍し
く、朝晩や休日に関わらず、焼酎作りに励
んでいます。
　また、マルシカリキュールは果物を使うの
で、渋味や苦味が変わってしまいます。安
定した味を出すのが今後の課題ですが、ワ
インのように、その年々の味の変化も楽し
んでもらえると嬉しいです。

　コーヒー農園を始めてから、生産者はコー
ヒーの木を育てているのだと気づき、コー
ヒーの花、果実、葉などから新しい商品を作
りました。
　コーヒーの木 1本丸ごとの楽しさやおい
しさを消費者へお届けすることはもちろん、
今まで捨てられていたものに価値を見出し、
コーヒーのおもしろさを届けたい、そして
海外の生産者にもコーヒーの持つ新たな可能
性、ノウハウをフィードバックしたいと思っ
ています。
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島じかんおうちカフェ
郷土料理や島料理が味わえます。器は
島の植物や貝を使用しており、彩りも
最高です。要予約。
伊仙町犬田布 1289
☎ 0997-86-9341

やどぅりランチ

定番
島料理

伊仙町のおいしい

まえざとカフェ
前里屋敷にて集落のお母さんたちが島の
食材を生かし日替わりランチを提供して
います。数に限りがございます。要予約。
伊仙町阿権 621　☎ 090-2854-7525

日替わりランチ

みちカフェ
オーナーさんこだわりの日替わり
カレーを提供しています。自家製
ジンジャーエールもおすすめです。
伊仙町阿三 2199-1
☎ 0997-86-4511

日替わりカレー

お店
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喫茶 茶
ちゃちゃ

茶
地元の若者からお年寄りが集まる
飲食店。豚骨と鶏ガラベースの
ラーメンがおすすめ。
伊仙町伊仙 2094-3　
☎ 0997-86-2234

ラーメン

帆船花ろばた焼き
人気メニューにがうりのみそ炒めはお酒と
の相性抜群 ! 全席個室となっていて気兼ね
なくご利用できます。
伊仙町伊仙 2306-12　☎ 0997-86-3414

にがうり味噌炒め

信吾居酒屋
目の前は海！店内には島で採れた
魚の魚拓が沢山あり見物です。肉
料理も魚料理も楽しめます。
伊仙町面縄 2356　☎ 0997-86-2945

鶏刺盛と串盛

スマイル自家焙煎珈琲
景勝地、犬田岬に隣接したカフェ。徳之
島コーヒーを飲むならここ。ゆっくりと
した時間過ごせます。
伊仙町犬田布 1642-4　☎ 0997-86-8277

コーヒー・ピザトースト

田中食堂
サービス精神旺盛の女将さんがボ
リュームたっぷりのお食事を提供
しています。心もお腹もいっぱい
伊仙町犬田布 617-2　
☎ 0997-86-9205

ラーメン

ランチに

お酒の
お供に

ホッと
カフェへ

島ラーメン

じゃんけん
伊仙町の中心地にあり、お昼は多くの
人で賑わいます。店主オススメはから
あげ定食。日替わりランチも人気です。
伊仙町伊仙 2107-2　☎ 0997-86-2009　　　

からあげ定食

百菜直売所
土日限定であっさりとした味わいの鶏飯が
食べられます。徳之島の旬のものを購入で
きます。
伊仙町伊仙 2311　☎ 0997-86-2793

鶏 飯
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絶 景

「
石
垣
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
阿
権
集
落

に
は
、
サ
ン
ゴ
石
を
緻
密
に
積
み
上

げ
た
石
垣
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
樹

齢
３
０
０
年
と
い
わ
れ
る
ガ
ジ
ュ
マ

ル
の
木
は
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

阿権集落の

ガジュマル

伊
仙
町
の
絶
景

ぜ
っ
た
い
訪
ね
た
い

© マリンサービス海夢居
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絶 景

カ
ル
ス
ト
地
形
が
発
達
す
る

小
島
集
落
は
、
豊
富
な
水
源

地
と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
小
島
鍾
乳
洞
は
奥

行
き
６
０
０
ｍ
あ
り
、
海
岸

に
通
じ
る
出
口
は
絶
景
で
す
。

伊
仙
の
海
に
は
い
つ
で
も
ウ
ミ
ガ
メ

が
見
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
、
ウ
ミ
ガ
メ

が
産
卵
に
上
が
る
砂
浜
が
点
在
し
、

冬
場
に
は
出
産
、
子
育
て
の
た
め
に

島
を
回
遊
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

神秘的な
鍾乳洞

伊仙の海

© スタジオカガワクリエイト

© スタジオカガワクリエイト
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